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染色体不安定性は、がん組織を構成する細胞の多様性を増大させる要因であり、進展
したがんに共通してみられる性質である。その主な原因は、Ｍ期(細胞分裂期)における
染色体分配過程の異常と言われているが、Ｍ期制御分子の遺伝子変異は少なく、何故が
ん細胞は染色体分配を失敗するのか、その病理機構は未だによく分かっていない。

我々はこれまで、「中期から後期の移行」という、生化学的にも形態学的にも劇変す
るＭ期のクライマックスに焦点を絞り、染色体分離の時空間的な制御と染色体不安定性
との関連を解析してきた。本発表では、Ｍ期チェックポイントの解除とそれに引き続い
て起こるセパレースの活性化に関する最新の知見を紹介し、中期後期移行期に備わった
“ブレーキ”と“アクセル”がいかにロバストに制御されているのか、がん細胞ではそ
れらのロバストネスを喪失しているのかを議論したい。


